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特別損失の発生および平成21年９月期業績予想の修正 

ならびに役員報酬の減額、従業員給与の減額に関するお知らせ 

 

 当社および当社子会社において特別損失が発生する見込みとなりましたので、お知らせいたします。併

せて最近の業績動向等を踏まえ、平成20年 11月 21日の決算発表時に公表した平成21年９月期（平成20

年 10月１日～平成21年９月30日）の業績予想を下記のとおり修正するとともに、役員報酬の減額およ

び従業員給与の減額を実施いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 特別損失の発生およびその内容 

連結子会社である株式会社アスモにおいて、ＰＨＳ端末の販売不振に伴う今後の出荷計画の見直しに

よるたな卸資産評価損、金型等の減損損失、および４月３日付リリースの経営合理化策で記載のとおり、

製造業務の外部委託実施に伴う厚木工場の閉鎖のための工場閉鎖損失を計上する見込みであります。 

また、当社においては同社株式の株式評価損を計上する見込みであり、現在のところ以下の金額を見

込んでおります。なお、これらに伴う業績への影響は「２.業績予想の修正」に記載しております。 

 

   （連結）          414 百万円 

たな卸資産評価損    297 百万円 

減損損失        89 百万円 

工場閉鎖損失       26 百万円 

固定資産除却損           2 百万円 

（個別） 

 関係会社株式評価損   524百万円 

 

２. 業績予想の修正 

（１）平成21年９月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成20年 10月 1日～平成21年 3月 31日） 

①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 6,170 △140 △160 △180 
円 銭

△2,979.89 

今回発表予想（Ｂ） 4,050 △530 △540 △980 △16,218.45 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,120 △390 △380 △800 － 

増減率（％） △34.4 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成20年 9月期中間）

5,640 117 113 50 947.67 

 

 



 ②個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）         240 44 44 43 
円 銭

711.63 

今回発表予想（Ｂ） 232 29 30 △495 △8,191.98 

増減額（Ｂ－Ａ） △8 △15 △14 △538 － 

増減率（％） △3.3 △34.1 △31.8 － － 

（ご参考）前期実績 
（平成20年 9月期中間）

2,032 △18 29 19 358.59 

 

③第２四半期累計期間の連結業績予想の修正理由 

売上高につきましては、情報通信機器製造事業を行う株式会社アスモの主力商品であるＰＨＳ端末

が携帯電話業界における端末価格設定方法の変更や個人消費低迷等の影響を受け、当社商品およびＯ

ＤＭ供給商品の販売が低調に推移したうえ、主要納入先の在庫調整の影響も受け、出荷台数が計画を

大幅に下回りました。この結果、同事業の売上高は1,660百万円と計画に対して1,655百万円下回る

見込みであります。また、情報通信機器販売事業につきましても、主要顧客である中小企業の設備投

資意欲の減退およびリース契約承認率が低下する厳しい環境の下、直営店においては営業社員の採用

強化および早期戦力化、ＦＣ店、代理店においてはスーパーバイザーの増加による営業支援の充実に

取り組みました。ＦＣ店はほぼ計画通り推移しましたが、直営店は上記の市場環境の影響や新入社員

の早期戦力化教育計画の遅れによる一人当たり売上の低下、代理店は取引額上位の有力代理店の販売

不振の影響により、同事業の売上高も2,390百万円と計画を465百万円下回る見込みであります。 

利益につきましては、売上高が計画を大幅に下回ったため、グループを挙げた徹底した経費削減に

取り組んだものの情報通信機器製造事業の大幅な営業赤字、経常赤字を吸収するには至らず、530 百

万円の営業損失、540百万円の経常損失となる見込みであります。 

四半期純利益につきましては「１．特別損失の発生およびその内容」に記載の損失を見込むことに

より、980百万円の四半期純損失となる見込みであります。 

 

 

（２）平成21年９月期通期業績予想の修正（平成20年 10月 1日～平成21年 9月 30日） 

①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,700 190 150 80 
円 銭

1,323.95 

今回発表予想（Ｂ） 8,760 △480 △510 △980 △15,979.91 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,940 △670 △660 △1,060 － 

増減率（％） △31.0 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成20年 9月期） 

9,809 153 138 94 1,660.06 

  

 

 

 

 

 

 

 



②個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 460 67 63 60 
円 銭

993.00 

今回発表予想（Ｂ） 410 40 35 △500 △8,213.26 

増減額（Ｂ－Ａ） △50 △27 △28 △560 － 

増減率（％） △10.9 △40.3 △44.4 － － 

（ご参考）前期実績 
（平成20年 9月期） 

4,207 △67 8 5 89.84 

 

③通期連結業績予想の修正理由 

通期におきましても、引き続き厳しい景況感が予想されます。売上高は、情報通信機器製造事業に

つきましてはＰＨＳ端末の出荷・販売状況および取引先からの発注状況を踏まえて計画を見直してお

り、既存商品である「９(nine+)」「WILLCOM９」およびＯＤＭ供給商品に対し、販売促進策を積極的に

実施し、販売を強化してまいります。また、開発中のＩＰビジネスホンにつきましては、当初の予定

どおり当下期中の販売開始を目指し開発に注力してまいります。情報通信機器販売事業につきまして

は、４月より実施している地域営業本部制による販売ノウハウ、営業戦略の共有化、既存顧客、カウ

ネット顧客、株式会社テレウェイヴリンクスから譲り受けた顧客へのクロスセル、アップセルの推進

を実行し、各販売チャネルそれぞれの売上拡大に注力いたします。さらに、上記アスモ社製ＩＰビジ

ネスホンの販売を積極的に推進し、グループシナジーを実現してまいります。 

これら施策を実行することにより、売上高は 8,760 百万円を見込んでおります。利益につきまして

は第２四半期累計期間の赤字が大きく、情報通信機器製造事業は下期も損失を見込んでいるため、グ

ループを挙げた更なる経費削減、および下記役員報酬および従業員給与の減額等を実施するものの、

通期では480百万円の営業損失、510百万円の経常損失、980百万円の当期純損失を見込んでおります。 

なお、下期の営業利益、経常利益においては黒字に転換する見通しであります。 

 

３. 役員報酬および従業員給与の減額 

今回の業績予想の修正を厳粛に受け止め、経営責任を明確にするため以下のとおり役員報酬の減額を

実施するとともに従業員給与についても減額することといたしました。子会社であるレカム株式会社に

おいても同様の減額を行います。また、株式会社アスモにおいては平成 21 年 1 月より役員報酬の減額

および従業員給与の減額を実施しております。全役職員一丸となり下期業績の黒字化および業績回復に

取り組んでまいりますので、何卒、ご理解賜りますようお願い申しあげます。 

なお、社外取締役および監査役よりそれぞれ報酬の一部を自主返上する申し入れがありましたので、

併せてお知らせいたします。 

（１）役員報酬の減額の内容 

   代表取締役社長： 月額報酬の30％を減額 

   取締役常務執行役員： 月額報酬の22％を減額 

   上記以外の常勤取締役： 月額報酬（使用人給与を含む）の20％を減額 

   対象期間： 平成 21年４月より平成21年９月まで 

 

（２）従業員給与の減額の内容 

   管理職： 月額給与の10％を減額 

   上記以外： 月額給与の2～5％を減額 

   対象期間： 平成 21年５月より平成21年９月まで 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関するものは、本資料の発表日現在において入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上    


